
伝
記
に
え
が
か
れ
た
後
藤
新
平
像

⌒下
）

―
―

戦

中

・
戦

後

を

中

心

に
―

―

は
じ
め
に

一
、

「大
東
亜
戦
争
」
下
の
伝
記

二
、
敗
戦
と

『
台
湾
欺
か
ざ
る
の
記
』

（
以
上
前
号
）

三
、
近
代
化
論
と
し
て
の

「後
藤
神
話
」

働
張
漢
裕
、
マ
イ
ヤ
ー
の
近
代
化
論

０

一
九
六
〇
年
代
日
本
で
の
近
代
化
論
の
受
容

お
わ
り
に

三
、
近
代
化
論
と
し
て
の

「
後
藤
神
話
」

一
九
五
七
年
、
後
藤
新
平
の
祥
月
命
日
に
あ

た

る
六
月
四
日
、

五「伽鉾雑知蛇却範葬銅賄汁端離そ夢ば廟筋薙囃力ヽホ卿のノレ一団．

体

（
東
京
都
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
ボ
ー
イ

・
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
な
ど
）
で

伝
記
に
え
が
か
れ
た
後
藤
新
平
像

（林
）

林

正

子

評

義
翠

譲

藁

ン

勢
核
紳
鋸

顛

京
市
政
調
査
会
会
長
）
の
講
演
、　
王
亀
斎
貞
丈
の
講
談

「後
藤
新
平

一伝
」
な
ど
が
あ

つ
た
。
か
つ
て
後
藤
の
十
三
回
忌

（
一
九
四

一
）
を

主
催
し
た
正
力
を
中
心
と
す
る
こ
の
行
事
は
、
ま
た

一
九
六
〇
年
代

の
後
藤
新
平
評
価
の
内
容
を
象
徴
す
る
。

以
下
、
第

一
節
で
、
張
漢
裕
と
Ｒ

・
Ｈ

・
マ
イ
ヤ
ー
が
共
同
執
筆

し
た
論
文
を
中
心
と
し
て
、　
一
九
六
〇
年
代
に
近
代
化
論
の
中
で
、

「後
藤
神
話
」
が
復
権
し
た
こ
と
を
、
第
二
節
で
、
立
野
信
之
、
杉

森
久
英
に
よ
る
二
つ
の
伝
記
と
、
杉
森
、
橘
善
守
、
森
秀
人
、
前
田

康
博
の
論
考
を
と
り
あ
げ
、

「後
藤
神
話
」
が
経
済
の
高
度
成
長
下

の
日
本
社
会
で
、
広
範
に
受
け
い
ら
れ
た
こ
と
を
、
検
討
し
て
い
き

たヽ
い
。●

張
漢
裕
、　
マ
イ
ヤ
ー
の
近
代
化
論

一- 75 -
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ま
ず
本
節
で
は
、
後
藤
の
台
湾
に
お
け
る
政
策
を
追
求
し
た
張
、

マ
イ
ヤ
ー
の
論
文
と
、
か
れ
ら
と
同
じ
く

「中
国
史
の
中
で
台
湾
を

捉
え
る
」
こ
と
を
研
究
目
的
に
か
か
げ
る
Ｅ

・
Ｐ

・
ツ
ル
ミ
の
論
文

（
３８
）

と
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
張
漢
裕
、　
マ
イ
ヤ
ー
の

「台
湾
に
お
け
る
日

本
の
植
民
地
発
展
策
十

一
八
九
五
鷲
一
九
〇
六
年
、
官
営
企
業
の
場

（
３９
）

合
―
」
は
、　
一
九
六
三
年
に
発
表
さ
れ
、
二
年
後
に
中
国
語
に
訳
さ

（
４０
）

れ
た
。
論
文
は
、
最
初
に
日
本
の
旧
植
民
地
に
つ
い
て
の
研
究
が
、

従
来
乏
し
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
台
湾
の
初
期

（
一
八
九
五
―

一

九
〇
六
》
植
民
地
行
政
官
の
政
策
と
、
政
策
決
定
の
動
機
の
解
明
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
五
章
と
結
論
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

各
章
の
概
略
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第

一
章
。
日
本
の
領
有

（
一
八
九
五
）
当
初
の
台
湾
は
、
農
美
自
給
の
段
階
に
あ

っ
た
。
す

な
わ
ち
す
で
に

一
九
世
紀
中
頃
か
ら
、
茶

・
秒
糖

・
樟
脳
な
ど
に
つ

い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
の
商
人
の
資
本
投
下
が
み
ら
れ
た

が
、
全
体
と
し
て
の
台
湾
は
、
拡
大
や
統
合
の
む
つ
か
し
い
孤
立
し

た
市
場
拝
か
ら
成
る
自
給
的
経
済
状
態
に
、
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ

し
て
日
本
の
植
民
地
政
策
は
、
こ
の
自
給
的
経
済
を
変
革
し
て
近
代

化
し
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
際
、
樺
山

・
桂

・
乃
木
の
三
代
の
総
督

の
業
績
評
価
に
つ
い
て
は
、
桂
の
華
南
進
出
を
念
頭
に
お
い
た
台
湾

経
営
の
画
策
以
外
は
、
否
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
大
き
く
評

価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
児
玉
・
後
藤
に
共
通
に
み
ら
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
思
想
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
台
湾
経
営
の
導
入
で
あ
り
、
ま
た
、
「精

力
的
、
愛
目
的
で
あ
り
、
強
回
な
意
志
、
積
極
的
に
問
題
解
決
に
取

組
む
」
Ｌ
い
う
か
れ
ら
の
個
人
的
資
質
で
あ
る
。

児
玉
は
、
当
時
の
世
界
情
勢
を
経
済
戦
争
と
し
て
提
え
て
い
た
。

こ
の
た
め
台
湾
経
営
に
あ
た
っ
て
は
日
本
が
極
東
の
平
和
を
保
ち
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
等
の
地
歩
を
占
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
台
湾
の

資
源
開
発

（農
業
を
改
良
し
、
日
本
に
食
料
、
原
料
を
供
給
す
る
た

め
商
業
化
す
る
）
を
、
植
民
地
政
策
の
根
幹
に
お
い
た
。
こ
の
よ
う

な
軍
事
目
的
を
至
上
と
す
る
児
玉
の
強
力
な
支
持
を
得
、
進
歩
を
信

奉
し
文
化
的
開
発
の
不
可
欠
を
説
い
て
、
政
策
の
立
案
と
施
行
に
あ

た
っ
た
の
が
後
藤
で
あ
る
。
そ
し
て

「
日
本
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

開
発
勢
力
と
す
る
こ
と
が
、
植
民
地
行
政
官
後
藤
の
政
策
の
重
要
目

的
で
あ

っ
た
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

「文
装
的
武
備
」
を

戦
争
回
遊
の
表
わ
れ
と
理
解
し
て
い
る
。

第
二
章
。
後
藤
の
政
策
の
三
大
方
針
は
、
官
僚
組
織
の
中
央
集
権

化
、
日
本
統
治
の
妥
当
性
へ
の
確
信
、

「生
物
学
的
政
治
」
で
あ

っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
三
代
の
そ
れ
と
は
異
な
る
施
政
目
的
を
も
っ
て
い

た
。
そ
の
成
果
は
台
湾
の
土
地
と
労
働
力
を
、
日
本
の
資
本
と
管
理

に
結
合
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
第
三
車
。
後
藤
が
当
面
し
た
も

っ
と

も
深
刻
な
問
題
は
、
社
会
不
安
で
あ

っ
た
。
か
れ
は
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
旧
慣
調
査
の
報
告
か
ら
学
ん
だ
保
甲
制
度
を
再
建

し
、
こ
れ
を
近
代
警
察
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抗
日
の
拠

点
を
つ
ぶ
し
た
。
こ
の
た
め
警
察
は
、
衛
生

・
徴
税
な
ど
の
民
政
を
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も
担
当
し
、
警
察
官
は
台
湾
人
の
職
業
と
し
て
は
高
給

・
高
待
遇
が

保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
治
安
回
復
の
後
、
児
玉

・
後
藤
は
土

地
調
査

（
土
地
所
有
権
の
確
定
、　
土
地
税
の
設
定
）
、　
度
量
衡
の
統

一
、
金
本
位
制
導
入
の
準
備
、
台
湾
銀
行
の
設
立
、
島
内
お
よ
び
日

台
間
運
輸
の
整
備
、
公
衆
衛
生
、
日
本
語
に
よ
る
学
校
教
育
、
と
い

っ
た
改
革
を
推
進
し
た
。
こ
の

一
連
の
社
会
、　
経
済
構
造

の
改
革

は
、

「生
物
学
的
政
治
」
に
基
い
た
も
の
で
あ
り
、
労
働
力
を
増
大

さ
せ
、
産
業
の
発
展
を
促
進
し
た
。

第
四
章
。
台
湾
の
基
幹
産
業
と
し
て
児
玉

・
後
藤
が
選
定
し
た
糖

業
が
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
総
督
府
の
庇
護
の
も
と
で
、
日
本
資
本

は
進
展
し
て
、
軍
事
的
に
も
保
護
を
う
け
、
土
着
資
本
の
糖
美
経
営

を
圧
倒
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
回
本
の
資
本

・
管
理
と
、
台
湾
の

土
地

・
労
働
力
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
顕
著
な
例
で
あ
る
。

第
五
章
。
か
れ
ら
の
時
期
に
台
湾
財
政
が
、
日
本
の
援
助
か
ら
独

立

（
一
九
〇
五
）
し
た
。
そ
れ
は
、
赤
字
財
政

の
採
用

（
一
八
九

九
）
、
大
規
模
な
公
共
投
資
に
よ
る
新
税
の
導
入
と
既
行
税
の
増
率
、

専
売
収
入

（塩

・
ア
ヘ
ン
・
タ
バ

コ
・
樟
脳
）
に
起
因
す

る
と

み

る
。
ま
た
赤
字
財
政
の
根
幹
を
な
す
台
湾
事
業
公
債
の
成
立
に
は
、

大
隈
重
信
、
星
亨
の
協
力
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
る
。

結
論
は
、
台
湾
の
領
有
と
開
発
と
が
、
日
本
の
資
本
家
階
級
の
努

力
に
出
発
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
指
摘
か
ら
始
ま
り
、
そ
し

て
台
湾
に
日
本
人
の
個
人
的
投
資
を
招
来
す
る
た
め
に
、
総
督
府
を

伝
記
に
え
が
か
れ
た
後
藤
新
平
像

（林
）

中
心
と
す
る
官
営
企
業
が
、
ま
ず
経
済
改
革
を
行
な
い
開
発
さ
れ
た

と
結
ぶ
。
ま
た
こ
の
改
革
を
も
た
ら
し
た
政
策
の
現
実
化
に
あ
た
っ

て
は
、
児
玉
の
政
治
力
を
評
価
し
、
日
本
の
植
民
地
政
策
が
成
功
し

た
原
因
は
、
個
人
の
資
質
、
大
規
模
な
下
部
構
造
の
建
設
、
財
政
の

独
立
な
ど
に
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
児
玉

・
後
藤
が
確
立
し
た
政
策

は
、
明
治
維
新
に
類
似
す
る
が
、
最
重
点
を
農
業
に
お
き
、
後
任
の

台
湾
総
奮
に
踏
襲
さ
れ
、
そ
の
経
済
計
画
を
規
定
し
た
こ
と
に
注
目

し
て
い
る
。

以
上
の
近
代
化
論
に
も
と
づ
く
祝
点

は
、　
四
年
後

の

一
九
六
七

年
、
Ｅ

・
Ｐ
・
ツ
ル
ミ
が
発
表
し
た

「児
玉
源
太
郎
と
後
藤
新
平
の

下
に
お
け
る
台
湾
」
に
、
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ツ
ル
ミ
論

文
は
、
一門
三
代
の
日
本
統
治
、
日
児
玉
源
太
郎
と
後
藤
新
平
、
倒
植

民
地
行
政
の
哲
学
、
四
三
つ
の
緊
急
準
備
、
同
行
政
、
閑
財
政
、
働

十対
陳
的
政
策
―
教
育
と
衛
生
、
い
結
論
の
八
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
三
章
で
あ
る
。
そ
こ
で
ツ
ル

ミ
は
、
一後
藤
の

「台
湾
統
治
救
急
案
」

（
一
八
九
八
）

を
重
視

し

て
、
張
、
マ
イ
ヤ
ー
が
児
玉
・
後
藤
は
準
備
な
し
に
赴
任
し
た
と
み

る
の
に
反
対
す
る
。
し
か
も

「台
湾
統
治
数
急
案
」
は
、後
藤
の
施
策

の
基
本
で
あ
り
、
そ
の
財
政
、
経
済
の
部
門
は
そ
の
ま
ま
現
実
化
さ

れ
た
、
と
み
る
。
そ
し
て
児
玉
の
政
治
力
を
高
く
評
価
し
、
後
藤
の

立
案
の
現
実
化
の
た
め
に
、
日
本
政
府
か
ら
の
干
渉
を
排
除
し
た
と

す
る
見
解
は
、
張
、　
マ
イ
ヤ
ー
と
同
様
で
あ
る
。
ツ
ル
ミ
は
、
台
湾
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の
教
育
問
題
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
た
魂
）
第
七
章
で
、
従
来
喧

伝
さ
れ
て
い
る
後
藤
の
衛
生
行
政
と
な
ら
べ
て
、
教
育
行
政
に
注
目

し
て
い
る
。
後
藤
は
、
植
民
地
統
治
に
お
い
て
人
心
を
得
る
む
つ
か

し
さ
を
認
め
、
子
供
を
通
し
て
成
人
の
心
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。

か
れ
の

「台
湾
の
教
育
政
策
は
、
無
方
針
」
と
い
う
発
言
の
背
後
に

は
、
政
策
決
定
に
は
最
低
二
十
五
年
の
時
間
の
経
過
が

必
要

で
あ

る
、
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
。
か
れ
は
教
育
の
重
要
性
を
認
め
る
が

ゆ
え
に
、
日
本
の
統
治
に

「教
育
が
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
恐
れ
」、　
国
語
教
育
に
よ
っ
て
同
化
を
図
る

一
方
で
は
、
台

湾
人
に
対
し
て
教
育
の
制
限
を
行
な
っ
た
。

さ
て

「台
湾
統
治
激
急
案
」
の
重
視
を
除
け
ば
、
ツ
ル
ミ
の
立
場

と
叙
述
は
、
張
、　
マ
イ
ヤ
ー
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
重
点
は
児
玉

・
後
藤
の
施
策
解
現
に
あ
り
、
被
治
者
側
の
状
況
は

と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
た
め
著
者
が
、
結
び
の
部
分
で
矢
内
原

忠
雄
の
言
と
し
て
、　
ズ
ロ
湾
人
は
、
か
れ
ら
の
島
の
改
良
さ
れ
た
設

備
の
た
め
に
重
く
支
払

っ
た
。
確
か
に
児
玉
、
後
藤
の
変
革
の
最
大

中漿師確帥いば章つ（し敵彬わ市呼一勁φ巾神珠寡醇幣筆鶴中詭

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

以
上
の
二
論
文
は
、

「中
国
史
の
一
環
と
し
て
の
台
湾
史
」
を
標

構
し
な
が
ら
、
日
本
領
有
と
清
朝
統
治
下
の
台
湾
と
を
、
依
然
と
し

て
き
り
は
な
し
て
い
る
。
前
任
の
三
代
の
総
督
を
無
策
と
し
、

「比

良
目
を
鯛
に
変
え
た
」

（
ツ
ル
ミ
）
児
玉

・
後
藤
の
政
策
を
評
価
す

る
。
ま
た
主
と
し
て
二
次
資
料
に
よ
っ
て
施
策
を
叙
述
し
、
ン
ル
ミ

が

「台
湾
統
治
救
急
案
」
を
重
視
し
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
分
析

を
行
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
台
湾
統
治
を
、
個

人
の
資
質
に
解
消
さ
せ
る
こ
と
に
終

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

０

一
九
六
〇
年
代
日
本
で
の
近
代
化
論
の
受
容

張
、　
マ
イ
ヤ
ー
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
頃
、
日
本
で
は
経
済
の
高

度
成
長
下
、　
一
九
六
八
年
に
は

「明
治
百
年
」
を
迎
え
、
近
代
化

ヘ

の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
後
藤
新
平
に
関
す
る
論
考
が
現
わ
れ
た
。

以
下
、
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
後
藤
の
伝
記
と
、
植
民
地
経
営
と
に

か
か
わ
る
論
考
の
な
か
に
、
近
代
化
論
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て

い
っ
た
か
を
、
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
立
野
と
杉
森
の
二
つ
の
伝
記
を
、
と
り
あ
げ
よ
う
。
立
野
信

一之
の

「一後
藤
新
平
　
第

一
部
」
は
、

『
文
芸
朝
日
』
に

一
九
六
四
年

一五囲で力、れ寒中作つ月韓時麹粕藤勤韓御ば帥塩
「の競柳巾確静時

一御齢弗中けれ匁齢抑中れが紳麻攻筋繭庁帯陣民マ政ン穀的藤仰

時探最っ徹ぃ幕熊帥ギ蜘韓端却卯静韓れ貯駒鵜輸溜評竹いるャょ晩

は、「綱の目、比良目の目」、アヘン、土匪、人材登用、行 ―- 78 -一- 79 -

政
整
理
な
ど
で
あ
り
、
後
藤
が
、
思
師
阿
川
光
裕
と
撃
顕
栄
と
の
協

力
を
得
、
土
匪
の
頭
目
陳
秋
菊
、
林
火
旺
ら
を
帰
順
さ
せ
た
と
こ
ろ

で
終

っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
何
ら
新
し
い
も
の
は

み

ら

れ

な

い
。杉

森
久
英
の

『
大
風
呂
敷
』
は
、　
一
九
六
四
年
八
月
か
ら
翌
年
九

月
に
か
け
て
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
、
三
八
〇
回
で
完
結
し
、
十

一

月
に
は
同
社
か
ら
単
行
本

（
三
九

一
頁
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
六

七
年
に
は
角
川
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
十

一
版

（
一
九
七
四
）
を
重
ね

て
い
る
。
こ
の
好
評
は
、
鶴
見
本
が
六
五
年
に
動
車
重
房
か
ら
覆
刻

さ
れ
る
機
運
を
作

っ
た
。

本
書
は
、
取
材
余
話
七
章
を
含
む
全
三
十
二
章
か
ら
な
り
、
生
い

た
ち
か
ら
内
務
省
ま
で
に
七
章
、
臨
時
陸
軍
大
検
疫
に

一
章
、
台
湾

に

一
章
、
満
鉄
に
一
一章
、
入
閣
か
ら
か
れ
の
死
ま
で
に
九
章
が
あ
て

（
４８
）

ら
れ
て
い
る
。

杉
森
は
、
台
湾
、
満
鉄
の
部
分
の
資
料
が
、
鶴
見
本
女
錫
十る
こ
と

を
明
記
し
て
い
る
。
台
湾
は

「蛮
爵
」
、
満
鉄
は

「箸
同
盟
」
、

「化

物
屋
致
の
人
型
」
と
の
章
名
で
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
相
変
ら
ず

土
匹
が
登
場
し
、
竹
越
三
叉
の

『
台
湾
統
治
志
』

（
一
九
①
五
）
に

み
る
と
同
じ
日
本
統
治

へ
の
質
美
が
み
ら
れ
る
。
相
馬
事
件
に
、
五

章
を
あ
て
た
構
成
上
の
不
均
衡
は
、
著
者
も
認
め
て
い
る
が
、
前
述

の
伊
藤
本
、
前
田
本
で
叙
述
の
大
半
を
占
め
る
台
湾
、
満
鉄
が
、
杉

森
本
で
は
三
章
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
そ
の
視
点

も

旧
態
依
然

で
あ

伝
記
に
え
が
か
れ
た
後
藤
新
平
像

（林
）

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
内
容
構
成
の
本
書
が
版
を
重
ね

て
い
る
こ
と
、
読
者
に
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
日
本
人
の
植

民
地
統
治

へ
の
関
心
の
程
度
を
う
か
が
わ
せ
る
に
足
る
も

の
で
あ

ろ
う
。
な
お
従
来
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
後
藤
の
私
生
活

（特
に
女
性

関
係
）
に
、
か
な
り
の
紙
数
を
さ
い
て
い
る
の
が
、
杉
森
の
こ
の
書

の
特
長
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、

「人
間
後
藤
」
を
描
き
え
た
と

い
う
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
著
者
が
入
手
努
力
し
た
独
自
の
資

料
は
、
こ
の
個
人
的
か
つ
私
生
活
に
関
す
る
資
料
で
し

か
な

か

っ

た
。ま

た
杉
森
は
、　
一
九
六
五
年
、

『中
央
公
論
』
の

「近
代
日
本
を

創

っ
た

一
〇
〇
人
」
特
集
に

「後
藤
新
平
と
植
民
地
経
営
」
を
、
執

筆
し
た
。
こ
の
中
で
著
者
は
、
後
藤
を

「医
政
家
」
と
規
定
し
、
か

れ
の
政
治
信
条
は
、

『
国
家
衛
生
原
理
』
に
表
わ
れ
て

い
る
と
す

る
。
そ
し
て

『
大
風
呂
敷
』
の
場
合
と
は
逆
に
、
満
洲
よ
り
も
台
湾

に
お
け
る
後
藤
の
業
績
を
重
視
す
る
。
た
だ
そ
の
場
合
、
杉
森
は
民

政
長
官
着
任
当
時
の
後
藤
を
、「
台
湾
領
有
ま
で
日
本
は
植
民
地
を
も

た
ず
、
日
本
じ
ゅ
う
が
植
民
地
経
営
に
つ
い
て
総
素
人
で
あ

っ
た
」
、

「新
平
は
植
民
地
政
策
の
専
門
家
で
も
研
究
家
で
も
な
い
」
と
し
、

素
人
の
後
藤
を
得
た
こ
と
が
、
台
湾
統
治
の
成
功
を
賛
し
た
と
み
る

の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は

「
お
そ
ら
く
、
有
職
故
実
的
繁
文
褥
礼
で

頭
が

一
杯
の
法
科
出
身
の
秀
牙
に
来
ら
れ
る
よ
り
も
、
台
湾
の
住
民

に
と
っ
て
、
は
る
か
に
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
後
藤
の
成
功



史
　
苑

（第
二
十
八
巻
第
一
号
第
二
号
合
併
号
）

を
認
め
る
。

後
藤
は
三
大
事
業
と
三
大
専
売
と
を
実
施
し
、

「原
始
的
台
湾
は

近
代
的
台
湾
に
作
り
替
え
ら
れ
た
」
と
の
認
識
で
あ
る
。
か
れ
の
施

策
の
特
色
と
し
て

「鯛
の
目
、
比
良
目
の
目
」
で
有
名
な
児
玉
の
施

政
方
針
演
説
、
冗
員
の
淘
汰
、
人
材
あ
招
聘
、
台
湾
事
業
公
債
な
ど

を
と
り
あ
げ
、
さ
ら
に
満
鉄
総
裁
の
経
験
が
、
後
藤
を
植
民
地
行
政

官
か
ら
外
交
官

へ
飛
躍
さ
せ
た
と
み
る
。

こ
の
前
年

一
九
六
四
年
に
は
、　
同
趣
旨

の
企
画

「明
治
百
年
」

「近
代
日
本
の
巨
人

一
〇
〇
人
」
が
、

『
文
芸
春
秋
』
に
よ
っ
て
組

票
軌
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
橘
善
守
が
、
後
藤
新
平
を

と

り
あ

げ

た
。
橘
は
緯
見
本
を
引
用
し
て
、
後
藤
を

「乱
世
の
雄
」
、
「雷
獣
」

と
規
定
す
る
。
後
藤
の
生
誕
百
年
祭
・
（前
述
）
の
出
席
者
が
、

「後

藤
さ
ん
は
、
満
州
に
、
台
湾
に
、
国
鉄
に
、
そ
し
て
東
京
都
に
い
ま

な
お

〃
生
き
て
い
る
こ

と
評
価
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
そ
の
原
因
は
、

か
れ
の
科
学
主
義
に
あ
り
、
雄
大
な
政
策
や
計
画
が
周
到
な
科
学
的

『 調
頗
ド
卿
脇
報
燦
＊
味
妻
鶏
い

へ 子旨
鰤
諦
弟
ば
ら
一
こ
「 で晦
鶏
芦
腰
購
準

の
乖
離
な
い
し
抜
行
と
い
う
こ
と
が
現
代
の
病
根
」
で
あ
る
以
上
、

か
れ
が
回
顧
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。

著
者
は

「台
湾
、
満
州
の
経
営
を
基
礎
づ
け
た
彼
の
非
凡
の
才
能

は
、
戦
争
遂
行
の
過
程
で
再
認
識
さ
れ
、
敗
戦
後
は
、
満
州
が
中
共

革
命
の
建
業
の
基
地
に
転
生
し
、
台
湾
は
、
高
度
に
開
発

さ

れ

た

〃
宝
の
島
″
と
し
て

一
千
万
島
民
と
、
国
民
政
府
の
指
導
者
た
ち
か

ら
新
た
な
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
後
藤
の
植
民
地
経

営
に
積
極
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
後
藤
の
多
面
的
な

活
動
の
中
で
、
植
民
地
経
営
に
注
目
し
、
満
州
、
台
湾
と
も
に
か
れ

の
施
策
よ
ろ
し
き
を
得
、
近
代
化
し
て
い
っ
た
た
め
、
中
共
、
国
府

に
磨
擦
な
く
受
容
さ
れ
た
と
い
い
、
満
州
も
台
湾
も
日
本
の
支
配
を

脱
し
た
の
ち
、
無
条
件
に
被
治
者
で
あ

っ
た
人
々
の
生
活
に
プ
ラ
ス

を
密
し
た
、
と
い
う
。
桶
は
、
杉
森
よ
り
は
っ
き
り
と
後
藤
の
復
権

を
、
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
後
藤
を
内
政
面
、
外
政
面
で
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
た
森

と
前
田
の
論
考
能
一
と
り
ぁ
げ
る
。
森
秀
人
は
、

「後
藤
新
平
の
生

産
」

（
一
九
六
四
）
で
後
藤
を
、
明
治
政
府
が

「資
本
制
国
家
」
と

し
て
体
裁
を
整
え
た
時
点
で
必
要
と
し
、
そ
の
陣
営
に
加
え
た

「新

官
僚
」
の
典
型
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
森

の

「新
官
僚
」

の
定
義

は
、

「外
国
の
諸
事
情
に
詳
し
い
こ
と
を
第

一
と
し
、
近
代
政
治
と

し
て
の
合
理
論
を
も
ち
、
待
合
的
私
的
結
合
の
政
治
力
よ
り
も
、
実

務
的
公
約
結
合
の
政
治
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
そ

し
て

「典
型
的
な
維
新
政
治
家
」
で
あ
り
、

「待
合
的
私
的
結
合
の

政
治
力
」
の
代
表
で
も
あ
る
井
上
馨
が
、
汽
車
の
燃
料
問
題
を
め
ぐ

っ
て
鉄
道
院
総
裁
後
藤
と
対
立
し
、
敗
北
し
て
い
っ
た
こ
と
の
な
か

に
新
官
僚
後
藤
の
象
徴
像
を
み
る
。

「大
風
呂
敷
」
と
言
わ
れ
た
後
藤
の
提
案
は
、
つ
ね
に

「き
わ
め

一- 80 -―- 81 -―

て
綿
密
に
計
算
さ
れ
た
合
理
的
な
科
学
的
プ
ラ
ン
」
で
あ
り
、

「後

藤
新
平
は
文
明
が
も
た
ら
す
に
違
い
な
い
有
用
性
を
創
造
し
、
日
本

を
ア
ジ
ア
の
王
者
た
ら
し
め
た
人
物
た
ち
の
典
型
と
な

っ
た
」
と
し

な
が
ら
、
著
者
は
、
後
藤
の
外
政
面
に
何
ら
注
意
を
払
わ
ず
、
植
民

地
経
営
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
。
な
お
大
杉
栄
の
例
を
あ
げ
て
、
後
藤

が
青
年
時
代
を
、

「労
働
者
た
ち
の
自
立
的
問
争
が
ひ
ん
ば

つ
し
た

明
治
後
期
に
迎
え
て
い
た
な
ら
ば
」
、
「別
の
姿
で
歴
史
に
登
場
し
た

か
も
し
れ
な
か
っ
た
」
、
「別
の
姿
で
逮
捕
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ

た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
前
田
康
博
の

「後
藤
新
平
」

（
一
九
六
五
）
は
政
治
家
後

藤
の
も

っ
と
も
精
級
な
分
析
と
思
わ
れ
る
。

著
者

は
、　
政
治
家

を

「
政
治
指
導
者
」
と

「
政
治
企
業
家
」
と
に
分
け
、
後

藤

を

初

期

帝
国
主
義
時
代
の

「国
士
的
政
治
企
業
家
」
と
み
る
。

論

文

は

全

五
章
。
各
章
ご
Ｌ
に
論
点
を
と
り
あ
げ
る
。
第

一
章
で
は
、
帝
国
主

義
時
代
の
植
民
地
経
営
は
、
後
藤
の

「
企
業
家
能
力
」
に

「も

っ
と

も
適
切
な
場
を
与
え
た
」
と
み
る
。
こ
こ
で
著
者
が
、
台
湾
を
満
鉄

よ
り
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
後
述
の
通
り
で
あ
る
。
第
二
章
で

は
、
か
れ
は
外
部
の
機
会

（
戦
争
）
か
ら
も
、
自
分
自
身
か
ら
も
学

ん
だ
が
、

「
政
治
企
業
家
」
が

「
政
治
指
導
者
」
に
進
化
で
き
た
時

代
に
あ

っ
て
、

「
企
業
家
」
に
終
始
し
た
こ
と
。
政
治
企
業
家
能
力

は
、
官
制
上
の
上
官
と
人
格
的
な
絆
で
結
ば
れ
た
場
合
、
充
分
に
発

揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
藤
と
児
玉
の
関
係
は
、
こ
れ
に
該
当
す

伝
記
に
え
が
か
れ
た
後
藤
新
平
像

（林
》

る
。
児
玉
な
き
あ
と
の
後
藤
は
、
こ
の
条
件
を
充
た
そ
う
と
し
て
伊

藤
、
柱
に
接
近
し
た
こ
と
。
相
馬
事
件
は
、
か
れ
に
名
誉
が
虚
名
に

す
ぎ
な
い
こ
と
を
教
え
、
植
民
地
経
営
こ
そ
か
れ
の
能
力
発
揮
に
、

適
切
な
場
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
の
点
を
指
摘
す
る
。

第
三
革
で
は
、
後
藤
の
企
業
家
能
力
を
分
析
し
、

「科
学
的
政
治

（
５６
）

家
」
と
い
う
信
夫
清
三
郎
の
評
価
に
ふ
れ
て
、
か
れ
の
特
色
の
一
つ

に
、
調
査
の
重
視
と
調
査
機
関
の
設
立
と
を
あ
げ
た
。
ま
た
こ
の
経

済
面
で
の
調
査
主
義
は
、
政
治
面
で
は
超
然
主
義
の
形
を
と
っ
て
現

わ
れ
る
が
、
両
者
統
合
の
相
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
第
四
章
で
は
、
か
れ
の
政
治
思
想
を
と
り
あ
げ
て
、

「倫
理
主

≡義
に
も
と
ず
く
超
然
主
義

・
調
査
主
義
の
構
造
を
も
つ
」
と
し
、
そ

の
場
合
、
全
体
主
義
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
、
晩
年
の

「政
治
の
倫
理

”化
」
は
、
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
先
駆
と
み
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た

只
そ
の
）
政
治
思
想
が
観
念
的
な
の
は
、
か
れ
が
天
成
の
政
治
企
業

家
だ
か
ら
」
と
説
明
す
る

一
方
、
し
か
し
外
政
面
で
の
後
藤
は
、
国

際
対
立
を
経
済
的
利
害
の
対
立
と
み
る

「対
外
現
実
主
義
」
を
と
り

一対
外
政
策
と
し
て
、

「文
装
的
武
備
」
を
唱
え
た
こ
と
。　
か
れ
が

「倫
理
的
手
続
に
お
い
て
全
体
主
義
と
重
な
り
、
事
実
上
も
全
体
主

・義
と
近
接
」
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
根
本
原
理
に
お
い
て
異

な
り
、
目
治
を
重
視
し
、
方
法
よ
り
精
神
を
重
ん
じ
た
こ
と
な
ど
を

指
摘
す
る
。

第
五
章
で
は
、
後
藤
の
精
神
は
倫
理
主
義
で
あ
り
、

「大
義
に
殉
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ず
る
」

「国
士
の
志
操
」
を
も
つ
が
、
か
れ
は
あ
く
ま
で
も

「革
命

の
志
士
で
は
な
く
体
制
の
国
士
」
で
あ

っ
た
、
そ
れ
は
シ
ベ
リ
ア
出

兵
支
持
、　
ヨ
ッ
フ
エ
と
の
交
遊
、
青
年
の
起
用
な
ど
か
ら
理
解
で
き

る
。
か
れ
の
交
遊
は
、
体
制
的
人
間
に
限
ら
れ
て
い
た
と

分
析

す

る
。
同
時
に
前
日
は
、
後
藤
が
時
代
を
超
え
、
同
時
代
に
理
解
さ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
大
方
の
見
解
を
否
定
し
て
、
か
れ
の
手
腕
は
、
植

民
地
経
営
に
お
い
て
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
た
、
後
藤
は

「適
切
な
時

期
に
生
れ
、
適
切
な
時
期
に
死
ん
だ
」
と
い
う
。

さ
て
、
後
藤
の
植
民
地
経
営
に
つ
い
て
、
前
田
は
第

一
章
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「後
藤
自
身
、
最
大
の
手
腕
を
示

し

た

の

説
湾、、
輸
歴、鉄
史、総
的、裁
文、と
町
を、て
も、ょ
た りヽ
舶
時
弾
球
印
辞
挿
難
郭
キ
ｋ
め
ん っ
け
ぱ

制
上
鉱
あ
り
か
、
事
実
上
で
も
、
事
物
の
法
則
令
生
物
学
の
原
則
」

―
後
出
）
に
の
っ
と
る
か
ぎ
り
自
由
に
、
政
策
を
決
定
で
き
た
か
ら

で
あ
る
。
彼
は
朝
鮮
総
督
適
任
者
と
み
ら
れ
な
が
ら
も
結
局
こ
の
職

を
受
け
な
か
っ
た
が
、
固
有
の
文
明
と
民
族
運
動
と
の
歴
史
を
も
つ

朝
鮮
で
は
、
台
湾
ほ
ど
に
は
企
業
家
能
力
を
ふ
る
え
な
か
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
…

（中
略
）
…
彼
の
時
代
は
、
未
知
の
植
民
地
統
治
問

題

（『
日
本
植
民
政
策

一
斑
』
、
二
七
頁
）
に
応
答
を
迫
ら
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
急
速
な
近
代
化
を
敢
行
し
て
ゆ
く
た
め
に
広
く
全
国
的

規
模
で
能
力
を
開
発
し
中
央

へ
と
人
材
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
植
民
地
経
営
も
全
国
的
な
能
力
開
発

・

中
央
調
達
も
、
と
も
に
近
代
化
の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
近
代
化
の

過
程
そ
れ
自
体
が
媒
介
し
て
い
く
。」
と
。

「台
湾
が
歴
史
的
文
明
を
も
た
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
前
田
は
、

清
朝
治
下
の
台
湾
の

「
五
年
大
反
、
三
年
小
反
」
の
言
に
み
ら
れ
た

抵
抗
の
姿
勢

や
、　
初
代
台
湾
巡
撫
劉
銘
伝

（
一
八
八
五
十
九

一
在

任
）
の
洋
務

（
鉄
道
敷
設
、
撫
番
、
教
育
、
農
業

・
鉱
業

・
商
業
の

振
興
な
ど
。
と
く
に
土
地
丈
量
は
、
不
徹
底
を
指
摘
さ
れ

る
が

清

末
に
実
施
さ
れ
た
唯

一
の
も
の
で
あ

る
）
、　
台
湾
民
主
国

（
一
八
九

五
）
な
ど
の
事
象
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
後
藤
が
相
慣
調
査
に
熱
心
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
ど
う
捉
え
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
後
藤
の
植
民
地
政
策
に
か
ん
す

る
場
合

に

は
、

「後
藤
神
話
」
を
肯
定
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、　
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
、
張
、　
マ
イ

ヤ
ー
の
近
代
化
論
は
受
容
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
中
国
史
か
ら
も
日
本

史
か
ら
も
孤
立
し
た
台
湾
、
未
開
の
島
台
湾
が
、
児
玉
・
後
藤
の
施

政
に
よ
り
近
代
化
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

植
民
地
経
営

は
、
日
本
の
近
代
化
の
た
め
に
必
然
で
あ
る
と
の
前
提
に
立
つ
後
藤

一像
は
、
一戦
前
の

「後
藤
神
話
」
と
何
ら
異
な
ら

な

い
。
後
藤

は
、

「功
績
上
の
尺
度
と
し
て
経
済
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
近
代

一化
の
旗
手
と
し
て
復
権
し
た
。
そ
の
根
は
、
政
治
家
後
藤
を
極
め
て

冷
徹
に
分
析
し
た
前
田
が
、
全
面
的
に
受
容
し
て
怪
し
ま
な
い
ほ
ど

一深
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一- 82 -一―- 83 -―

お
わ
り

に

本
稿
で
は
、

「大
東
亜
戦
争
」
下
の
六
冊
の
後
藤
伝
、
敗
戦
後
の

『
台
湾
敷
か
ざ
る
の
記
』
、　
一
九
六
〇
年
代
の
八
つ
の
後
藤
評
価
を
、

考
察
し
て
き
た
。
そ
し
て
明
治
に
淵
源̈
を
も
つ

「後
藤
神
話
」
が
、

「大
東
亜
戦
争
」
下
で
再
評
価
さ
れ
、
敗
戦
に
よ

っ
て

一
時
的

に

「
否
定
」
さ
れ
た
が
、
近
代
化
論
の
中
で
復
権
し
、
現
在
も
命
脈
を

保

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
敗
戦
ご

一
時
的
に
、
伊
藤
に
よ
っ

て

「後
藤
神
話
」
が

「
否
定
」
さ
れ
た
部
分
―
―
経
済
と
物
質
主
義

の
偏
重
、
警
察
政
治
、
教
育

へ
の
無
策
、
官
僚
の
質
の
悪
さ
と
い
っ

た
点
―
―
は
、　
一
九
六
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ

な
い
。

「後
藤
神
話
」
は
、
か
え

っ
て
前
任
の
三
代
に
わ
た
る
総
督

の
無
策
の
強
調
と
、
児
玉

・
後
藤
の
成
功

（
個
人
の
傑
出

し

た
資

質
、
以
後
の
日
本
統
治
の
枠
組
を
規
定
し
た
な
ど
）
と
し
て
、
延
命

さ
れ
た
。

「後
藤
神
話
」
の

「延
命
」
を
許
し
た
原
因
は
な
に
か
。
そ
れ
は
ま

ず
第

一
に
、
基
礎
的

・
実
証
的
研
究
づ

不
足
、
お
よ
び
こ
れ
と
表
一異

の
関
係
に
あ
る
鶴
見
本
の
無
批
判
た
う
け
い
れ
が
考
え
ら
れ
る
。　
一

次
資
料
の
入
手
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
易
に
鶴
見
本

に
依
る
態
度
は
、　
一
九
六
〇
年
代
に
も
顕
著
で
あ
る
。

「生
物
学
的

政
治
」
に
よ
る
植
民
地
政
策
は
、
後
藤
の
独
創
と
し
て
喧
伝
さ
れ
る

伝
記
に
え
が
か
れ
た
後
藤
新
平
像

（林
）
　
　
　
　
　
、

が
、
こ
れ
は

一
九
世
紀

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
氏
地
政
策
と
の
関
連
で
位

一直
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
鶴
見
本
自
体
の
検
討

が
、
要
請
さ
れ
る
。

第
二
に
、
張
、　
マ
イ
ヤ
ー
ら
の
指
摘
す
る
よ
う
に
従
来
、
台
湾
が

一等
閑
視
さ
れ
、
孤
立
し
た
未
開
の
島
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
あ
げ
よ
う
。
日
本
統
治
下
の
台
湾
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化

・な
ど
が
、
日
本
と
の
相
互
関
連
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

一な
い
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
さ
ら
に
日
本
統
治
の
実
態
把
握
の
た

め
に
は
、
清
末
の
台
湾
の
状
況
の
解
明
が
不
可
欠
な
前
提
と
な
る
。

一例
え
ば
、
清
末
の
台
湾
研
究
の
一
つ
の
焦
点
で
あ
る
劉
銘
伝
の
洋
務

の
場
合
、
そ
の
個
々
の
事
業
の
成
否
に
は
、
台
湾
内
部
の
事
情
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
洋
大
臣
直
隷
総
督
李
鴻
章

（
一
八
七
①
ｌ
九
五

，在
任
）
と
南
洋
大
臣
両
江
総
督
曽
国
奎

（
一
八
八
四
十
九
〇
在
任
）

の
思

（
惑
夢
か
ら
ん
で
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
劉
の
洋
務

（清
末
の
台
湾
）
を
、
中
国
本

上
の
動
向
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
み
ら
れ

る

一
方
で
は
、
郷
紳
を
中
心
と
す
る
在
地
の
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
考

察
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
例
え
ば
劉
銘
伝
の
施
策
に
反
対

し
罷
免
さ
れ
た
台
湾
道
劉
敷

（湘
系
、
台
南
が
地
盤
）
や
、
後
任
の

一巡
撫
と
し
て
か
れ
の
事
業
を
く
つ
が
え
し
た
郁
友
凍

（
一
八
九

一
―

九
四
在
任
）
、　
ま
た
郊
紳
の
対
応
の
検
討
は
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

一後
日
に
ゆ
ず
り
た
い
。
清
末
の
郷
紳
に
つ
い
て
は
、「
土
匹
」
が
抗
日
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ゲ
リ
ラ
と
し
て
再
検
討
さ
れ
て
い
る
現
在
、
初
期
の
日
本
統
治
と
の

関
り

（
台
湾
民
主
国
の
成
立
を
み
な
が
ら
、
郷
紳
の
多
く
は
抗
日
に

至
ら
ず
買
弁
化
し
た
）
の
み
な
ら
ず
、
従
来
と
も
す
れ
ば
社
会
経
済

史
に
傾
き
が
ち
で
あ
る
が
、
文
化
の
問
題
と
も
か
ら
め
て
、
郷
紳
は

注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
日
本
人
が
自
己
の
植
民
地
統
治
を
忘
れ
て
い
る
―
―
克

服
で
き
て
い
な
や
引
―

こ
と
が
、　
一‐後
藤
神
話
」
の

「
延
命
」
の
最

大
原
因
と
い
え
よ
う
。
張
、　
ウヽ
イ
ヤ
ー
が
、
日
本
の
旧
植
民
地
研
究

の
賃
困
を
指
摘
す
る
時
、
そ
れ
は
何
本
人
が
自
ら
行
な

っ
た
植
民
地

統
治
に
、
痛
み
を
持
た
な
い
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

後
藤
新
平
統
一
日
本
人
に
と

っ
て
植
民
地
統
治
の
代
名
詞
で
あ
る
こ

Ｌ
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
ア
ジ
ア
認
識
の
象
徴
で
も

あ

る
。

「
後

藤
神
話
」
は
、
明
治
以
来
の
日
本
を
ど
う
み
る
か
、
日
本
と
ア
ジ
ア

と
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
か
に
係
わ

っ
て
く
る
。
そ
の
無
批
判
無
反

省
な
継
承
は
、
日
本
と
ア
ジ
ア
と
の
現
実
の
関
り
に
、
呆
し
て
好
ま

し
い
成
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
。

新
し
い
後
藤
像
が
現
わ
れ
る
た
め
に
は
、　
一
次
資
料
に
よ
る
根
気

の
い
る
作
業
Ｌ
、
さ
ら
に
柏
民
地
支
配
と
は
何
か
、
そ
の
実
体
は
ど

う
で
あ

っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
で
の
内
在
的
再
検
討

と
が
要
請
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
は
、

日
本
人
以
外
の
後
藤
評
価
―
―
こ
と
に
被
治
者
側
か
ら
の
―
―

に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
附
記
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
種
々
の
御
教
示
を
下

さ
っ
た

一‐後
藤
新
平
研
究
〈直

の
方
々
に
、
感
謝
の
意

を
表

し

た

い
。と（３６

）
　

『
読
売
新
聞
社
報
』
六
一
号
公

九
五
七
）
。

（
３７
）

正
力
の
議
決
の
全
文

は
、　
勁
草
書
一房
版

『後
藤
新
平
』
月
報
四

（
一
九
六
七
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

一
九
二
四
年
、
正
力
が

経
営
困
難
と
な
っ
て
い
た
読
売
新
聞
の
再
建
に
の
り
だ
し
た
時
、
後

族
が
十
万
円
を
出
資
し
て
く
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、
同
趣
旨

の
話
は
、
正
力
松
太
郎

・
伊
藤
忠
兵
行

「後
藤
新
平
繊
」

『財
界
人

思
想
全
集
』
九
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

（
一
九
七
〇
）
に
も
み
え
る
。

（
３８
）

一
九
七
二
年
九
月
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア
シ
Ｐ
マ
ル
で
、
ア
メ

リ
カ
、
台
湾
、
カ
ナ
ダ
か
ら
二
十
三
名
の
参
加
を
え
て
米
円
詰
学
会

評
議
員
会
の
中
国

・
ア
メ
リ
カ
人
文
科
学
知
識
人
連
絡
合
同
委
員
会

後
援
の

「中
国
史
に
お
け
る
台
湾
」
会
議
が
、
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

会
議
で
マ
イ
ヤ
ー
は
、　
ズ
ロ湾
史
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
考
祭
」
と

い
う
論
文
を
、
ツ
ル
ミ
は
、

「植
民
地
心
性
の
創
造
　
台
湾
に
お
け

る
日
本
の
教
育
、　
一
八
九
五
―

一
九
四
五
」
を
発
表

し

て

い
る
。

料
″
い
一
均
ｒ
　
一〇

【
〇
，
中
４
ｏ
【

一

（
への

く
ｐ
〕
●
Ｏ
り
中
Ｆ
拘
ゃ

“
い
，
い
ナ
ヽ
い
ｏ
　
一
や

一い

デ
】
停
Ｏ
の
の
　
一Ｅ
【伊

―

付９
Ｆ
，ミ
ゆミ
ミヽ
ミ

ｓヽ

卜
いき
ミ
し
ミヽ
ミ
ら

く
堂
　
Ｘ
Ｘ
沼
自く
〉
Ｚ
ｐ

や

岸
Ｃ
『
Ｏ　
Ｎ
　
　
Ｏ
●
　
∞
∞
ミ
くヽ
∞
Ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

（
３９

）
　

０

す
い
。
∽

田

的
停
―
く

Ｆ

Ｄ
，
い

刃

Ｄ
Ｓ

ｏ
停

■
【　

貿

ギ

ｏ
あ

キ

ミ
」
い
も
い
ｏ
Ｏ
洛

Ｏ

？

す
ｏ
ヽ
ま
一　
∪
●
く
Ｌ
ｏ
ヽ
ヨ
の
ｏ
一　
町
巳
村
】
　
中ヨ
　
均
出
く
ゆ
Ｐ
　
津
∞
０
い
―
津
ｏ
ｏ
ｏ
一
＞
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Ｏ

い
の
ｏ

ｏ
ｈ

田

●
【
ｏ
〔
●
ｏ
，
Ｄ
ュ

Ｏ

口

再
斉

ｏ
有
）【
９

〕
Ｏ
Ｆ
【
∽
■
【
０
一

，ゝ
ｏ
ミ
＼
さ
Ｓ
、

ｓ
、

卜

ｑ

ヽ
ミ

吻
き

革
８

く
単

ｘ
ｘ
Ｆ

Ｚ

ｐ

卜

Ｓ

８

あ

・
唱

心

中

心

　

張

漢

裕

は
矢
内
原
忠
推
の
門
下
生
で
あ
り
、
執
筆
当
時
は
目
立
台
湾
大
学
経

済
学
な
授
、
マ
イ
ヤ
ー
は

ハ
ワ
イ
大
学
経
済
学
教
授
で
あ
る
。

（
幻
）

張
漠
裕
、
刃
Ｄ
呂
９

工

煮
ヽ
あ

合
著
、
側
通
林
訳

「台
湾
在
日

拠
初
期

（
一
八
九
五
至

一
九
〇
六
年
）
之
殖
民
地
発
展
政
策
―
―
官

僚
資
本
家
企
業
之
一
例
」

『
台
湾
文
献
』

一
六
巻

〓
一
期

（
一
九
六

十じ
、　
一
九
五
―
二
〇
六
頁
。
翻
訳
に
は
、　
児
玉
半
九
郎
を
児
玉
半

黒
と
す
る
な
ど
、
誤
訳
が
み
ら
れ
る
。

（
４．
）

注
（
１４
）
参
照
。
（前
号
）
。

（
４２

）
　

口
】
一さ

げ
ュ

Ｆ

可
　

弓

の
Ｆ
】
Ｆ
ヨ

一

〕
ミ
弓

単
〓

い
Ｄ

●
Ｆ
ぃ
ｏ
中
パ

０
い
い
Ｂ

Ｄ
命

の
Ｐ

一い
】Ｃ‐　
いコ
い
Ｏ
Ｃ
”ｃ‐
∽
デ
一ヨ
一
ｏ一卜
民ヽ
討
ｓヽｓ
ミヽ
０
「車ヽ
ミヽもヽ
お
章
】
出
ざ
∽ヽ
Ｘ
雰
ｓヽ
ヽ

為
崩
Ｓ
６ヽき
Ｑ
Ｑ車やき
ヽ
や
Ｓ

おヽ

ｏ
さ
常
Ｓ
ｓ
ド

く
ュ
　
ド

ドｃｏ
ド

一
や

０い

Ｉ
Ｉ
Ｐ
　
ツ
ル
ミ
は
一
九
七

一
年
、
博
士
論
文

「
台
湾
に
お
け
る
植

民
地
教
育
」
を
、　
ハ
ー
パ
ー
ド
大
学
に
提
出
し
て
い
る
。

（
４３
）

と
（
３８
）
ヽ
（
４２
Ｙ
参
照
。

（
４４
）

ツ
ル
ミ
が
あ
け
る
矢
内
原
の
著
作
は
、

『
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』

の
み
で
あ
る
。
同
書

（
一
九
二
九
年
岩
波
書
店
刊
）
の
一
〇
六
十

一

〇
九
頁
を
さ
す
か
。

（
巧
）

立
野
信
之

（
一
九
〇
三
十
七

十
）
は
、
千
葉
県
出
身
の
直
木
賞
受

賞
作
家
で
、
人
物
伝
で
有
名
。
『一文
芸
朝
日
』
公

九
六
二
年
創
刊
、

朝
日
新
聞
社
）

へ
の
連
載
は
、
三
巻
五
号

（
一
九
六
四

・
五
）
か
ら

四
巻
三
号

（
一
九
六
五

・
三
）
に
か
け
て
で
あ
り
、
同
誌
は
一
九
六

五
年
九
月
に
、
四
巻
九
号
を
も
っ
て
廃
刊
。
「後
藤
新
平
　
第

一
部
」

の
章
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
倒
岐
阜
の
凶
変
、
０
虎
髯
時
代
、
０

伝
記
に
え
が
か
れ
た
後
藤
新
平
像

（林
）

婁
中
の
錐
、
問
ス
ピ
ー
ッ
パ
ル
ト

（尖
り
髯
）
、　
働
嵯
隊
、
０
相
馬

事
件
、
ｍ
続

・
相
馬
事
件
、
働
青
天
白
日
、
０
臨
時
陸
軍
検
疫
部
、

側
軍
夫
救
護
、
的
台
湾
民
政
長
官
。

（
４６
）
　

『文
芸
朝
日
』
三
巻
四
号

（
一
九
六
四

・
四
）
、
二
一
一
頁
。

（
好
）

一
九

一
二
年
、
石
川
県
生
れ
。　
一
九
三
四
年
東
京
帝
国
大
学
国
文

科
卒
、　
一
九
六
二
年
直
木
賞
受
賞
。

（
４８
）

側
謀
反
人
の
子
、　
０
こ
こ
ろ
の
錦
、　
０
金
続
の
下
、　
四
取
材
余

話
、
０
自
由
は
死
せ
ず
、
０
官
界

へ
、
働
者
き
技
師
、
０
得
意
の
時

代
、
０
忠
巨
か
姦
巨
か
、
側
取
材
余
話
、
０
狂
人
と
法
律
、
０
人
間

盗
難
、
０
新
し
い
攻
撃
、
ｍ
形
勢
逆
転
、
的
取
材
余
話
、
的
再
起
、

働
蛮
爵
、
的
取
材
余
話
、
０
箸
同
盟
、
四
化
物
屋
敷
の
人
々
、
働
台

閣
に
列
す
、
働
華
や
か
な
浪
人
、
の
内
相
の
椅
子
、
四
金
子
直
吉
と

の
関
係
、
働
取
材
余
話
、
的
女
性
た
ち
、
働
東
京
の
研
究
、
い
取
材

余
話
、
四
隣
国
ロ
シ
ヤ
、
的
取
材
余
話
、
側
地
震
の
あ
と
、
の
残
り

の
火
。

（
４９
）

注
（
４８
）
参
照
、
本
書
第

一
九
章
、
後
藤
が
麦
世
凱
と
会
食
し
た
際

（
一
九
〇
七
）
、
日
本
人
も
中
国
人
も
食
事
に
箸
を
使
う
こ
と
か
ら
、

両
国
の
同
盟
を
提
案
し
た
こ
と
を
さ
す
。

（
５０
）

侮
見
本
に
は
み
え
な
い
満
鉄
社
員
加
藤
与
之
吉
の
市
街
計
画
に
つ

い
て
の
吉
心
談
を
中
心
と
す
る
。
化
物
屋
敷
と
は
創
業
期
の
満
鉄
の

社
屋
が
、
日
露
戦
争
当
時
病
院
に
使
わ
れ
た
建
物
で
あ
り
、
荒
れ
放

題
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
う
と
な
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
さ
す
。

（
５．
）
　

『
中
央
公
論
』
八
①
巻

一
号
、
四
０
二
十
四
〇
七
頁
。
後
藤
が
選

ば
れ
た
の
は
、
武
田
泰
淳
と
松
本
三
之
介
の
提
言
に
よ
る
。

（５２
）
　
『文
芸
春
秋
』
四
二
巻
八
号
、　
一
七
九
十
一
八
〇
頁
。
橋
羊
守
は



史
　
苑

（第
三
十
八
巻
第

一
号
第
二
号
合
併
号
）

一
九
七
〇
年
生
れ
、
福
島
県
出
身
、
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
執

筆
当
時
は
毎
日
新
聞
論
説
委
員
。

（５３
）
　

『
政
治
の
科
学
化
』
は
、
東
京
市
政
調
査
会
に
所
蔵
さ
れ
て
お
ら

ず
、
鶴
見
本
の
年
譜
に
も
記
述
が
な
い
。
橘
氏
の
言

に
よ
れ
ば
、

「
小
型
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
五
〇
―
六
〇
頁
の
も
の
。
大
正
初
期
に

印
刷
に
附
さ
れ
、
お
そ
ら
く
市
販
さ
れ
た
も
の
で
は
こ
れ
な
く
、
著

者
の
手
で
、
当
時
の
政
治
家
、
政
策
立
案
者
、
来
訪
者
な
ど
に
配

っ

た
も
の
だ
っ
た
」
。
後
藤
の
遺
著
、　
著
書
は
戦
時
中
、
東
京
市
政
調

査
会
か
ら
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
台
北
帝
国
大
学
に
寄
附
し
た
と
の

こ
と
で
、

『
政
治
の
科
学
化
』
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
と

い
う
（橋
善
守
氏
葉
書
、　
一
九
七
六
、
五
、　
三
〇
。
後
考
を
ま
つ
。

（５４
）
　

『
思
想
の
科
学
』
二
二

（
一
九
六
四
）

「特
集

・
日
本
人
の
構
想

力
」
三
七
―
四
二
頁
。
森
秀
人
は

一
九
二
三
年
生
れ
、
東
京
出
身
、

早
大
高
等
学
院
卒
、
評
論
家
、
執
筆
当
時
、

『
思
想
の
科
学
』
編
集

長
。

（５５
）
　

『
現
代
日
本
思
想
大
系
』

一
〇

「
権
力
の
思
想
」
筑
摩
書
房
、
二

一
一
―
三
三
頁
。
後
藤
の
著
書
と
し
て

「国
民
内
閣
論
」
、
『
日
本
膨

脹
論
』
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
大
系
二
六

「科
学
の

思
想
」
に
は
、

「
医
学
の
思
想
」
と
し
て

『
国
家
衛
生
原
理
』
第

一

篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
田
康
博
は

一
九
二
三
年
生
れ
、
東
京
大

法
学
学
部
私
法
卒
。
執
筆
当
時
は
千
葉
大
学
人
文
学
部
法
経
学
科
助

教
授
。

（
５６
）

信
夫
清
三
郎

『
科
学
的
政
治
家
の
生
涯
―
後
藤
新
平
』
、　
博
文
館

（
一
九
四

一
）
、
三
九
二
頁
。

（５７
）

同
書
二
二
二
頁
に
は
、

「
よ
く
独
創
的
見
識
を
う
た
わ
れ
た
が
、

た
と
え
ば
台
湾
の
旧
慣
習
を
重
ん
じ
よ
と
は
、
川
上
操
六
将
軍
ら

一

部
識
者
の
常
識

（『報
知
新
聞
』

一
八
九
七
年
二
月
二
日
）
で
あ

っ

た
。
彼
は
こ
の
意
見
を

「
生
物
学
の
原
則
」
と
名
づ
け
て
包
装
し
た

に
す
ぎ
な
い
ご

と
み
え
る
。

（
５８

）
　

∽
伸
日

Ｆ
ュ

Ｏ
・
Ｏ
ｒ
Ｆ

”
Ａ
Ｆ
ご

【＜

針

∞
ｉ
ｏ
ゴ
〉●
い
ｏ

い
ｏ
い

て
丁

は
①
【
ユ

Ｎ
い
一
丁

停

（汽
均
比
召
いＰ
】】ゝ
ｓミ
ミｓ
ミ
ｓヽ

ト
ウき
ミ
∽
き
ミ
樹
く
ユ
・Ｘ
Ｘ
再
Ｐ
Ｚ
Ｐ
ｒ

いＣ
Ｏ
ω　
Ｃ
・　
円
ｏ
　
ω『
てゝ
い
ω　
　
・

（５９
）
　

『広
辞
苑
』
第

一
版

（
一
九
五
五
）
の
後
藤
新
平
の
項
に
は

「
政

治
家
。
岩
手
県
水
沢
市
生
れ
。
伯
爵
。
満
鉄
総
裁

・
内
相

・
外
相

・

東
京
市
長
。
震
災
復
果
や
対
ソ
外
交
に
努
力

（
一
八
八
七
十

一
九
二

ユむ
」
と
み
え
、
第
二
版

（
一
九
七
五
）

と
第
二
版
補
訂
版

（
一
九

七
六
）
で
は

「
政
治
家
。
岩
手
県
水
沢
市
の
生
れ
。
満
鉄
総
裁

・
内

相

・
外
相

・
東
京
市
長
。
植
民
地
経
営
に
業
績
を
あ
げ
、
ま
た
震
災

復
興
や
対
ソ
外
交
に
努
力

（
一
八
八
七
―

一
九
二
九
ご

と
表
現
が

変
化
し
て
い
る
。
台
湾
民
政
長
官
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ

こ
に
登
場
し
て
き
た
植
民
地
経
営

へ
の
肯
定
的
評
価
は
、
何
に
基
く

か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。

（
６０
）

安
藤
彦
太
郎
は
、
後
藤
の
本
領
が
植
民
地
経
営
に
あ
る
こ
と
を
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
本
の
植
民
政
策
を

一
つ
の
学
問
を

し
て

『
理
論
化
』
し
た
の
は
、
後
藤
新
平
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
児
玉
源
太
郎
総
督
の
も
と
で
台
湾
総
督
府
民
政

長
官
と
し
て
手
腕
を
ふ
る
い
、
台
湾
の
『
資
本
主
義
』
化
を
促
進
し
、

そ
の
経
験
の
う
え
に

『
適
者
生
存
』
を
旨
と
す
る
生
物
学
的
植
民
政

策
を
と
な
え
た
。
か
れ
の

『
満
州
』
植
民
論
は
そ
の
応
用

で
あ

っ

た
。」
『
日
本
人
の
中
国
観
』
、
勁
草
書
房

（
一
九
七

一
）
、
八
五
頁
）
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